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１．世界最大の自動車市場 

 

中国の乗用車販売台数は、2009 年に米国を抜いて世界一となりました。国際自動車工業連合会によると、2014 年の

中国の新車販売台数（乗用車）は 1,970 万台となり、欧州全体の 1,610 万台や米国の 770 万台を越えました。 

2005 年以降、中国の新車販売台数（乗用車）の 9 年間の年平均成長率は 19.5％であり、自動車販売において最も早く成

長してきた国となっています。 

 

図 1．乗用車新車販売台数上位 10 カ国（2014 年） 図 2．中国新車乗用車販売台数と成長率 

 

出所：国際自動車工業連合会、スパークス･アジア   出所：国際自動車工業連合会、China Association of 

Automobile Manufacturers (CAAM) 、スパークス･アジア 

 

 中国は、世界自動車販売に規模、スピードで大きく貢献しています。2014 年と 2005 年の比較で見ると、中国は世界新車

販売台数の成長のほぼ 80％を占めていました。ブラジルやインド、ロシアといった新興国も成長に寄与していますが、一方で

米国や欧州、日本といった成熟した市場では、同期間の年間の販売台数が減少するという状況となりました。 

 

図 3．世界の乗用車販売成長における国別貢献度（2005 年と 2014 年比較） 

出所：国際自動車工業連合会、スパークス･アジア 
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２．SUV 市場が最近の成長を牽引 

 

過去数年において、SUV の成長速度が市場全体に比較して、とても早くなっています。2012 年から 2014 年の間、中国

の自動車市場が 11％の年平均成長率を記録したのに比べて、SUV の販売台数は年平均成長率で 36％を記録しました。

2015 年今年、5 月までの数字で中国の自動車市場全体が 6％の前年比での成長に比べて、SUV の成長は更に加速され

前年比 50％の成長を示しています。 

 

図 4．中国の車種（モデル）別乗用車販売台数と成長率 

出所：China Association of Automobile Manufacturers (CAAM)、スパークス･アジア 

 

 SUV の販売は中国消費者の大型車に対する需要が増大していることに起因しています。中国での一人っ子政策にも関わ

らず、ファミリーカーは両親、義理の両親と共有するのが一般的であるために都市型 SUV や大型セダンがとても人気のある

車種となっています。中国の SUV 販売は 2014 年に乗用車販売台数の 21％を占めています。これは、韓国や米国の約

25％（除くピックアップトラック）と比べても、既に高い水準になっていると言えます。それにも関わらず、様々な SUV モデルの

投入や強いモメンタムにより、2015 年のこれまでの数字は更に上昇しております。しかしながら、実際には、全ての自動車メ

ーカーが SUV 市場に参入しようとしており、競争は明らかに激化しています。 

 

図 5．中国の新車乗用車販売台数に占める SUV の割合 

出所：China Association of Automobile Manufacturers (CAAM)、スパークス･アジア 
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３．手が届くようになったブランド車 

 

大型車に対するニーズの増大に加えて、中国の自動車購入者はよりよいブランドの自動車へも意識が向いてきております。

中国において高級車ブランドメーカーは中間所得層の手が届く低めの価格帯の自動車を投入しています。同時に高級車ブ

ランドメーカーは過剰収益に対する中国政府のプレッシャーの真っ只中にあり、販売価格が低下してきております。これらの

流れは確実に高級ブランド車の平均販売価格への低下圧力となっておりますが、一方で手ごろな価格帯のモデルによる中

間所得層市場の開拓にも繋がっています。図 6 は、BMW、メルセデスベンツ、アウディの新モデル投入の歴史を表していま

す。これら高級ブランド 3 社は中国に最高級モデルで参入し、現在は初級者モデルも徐々に投入しています。 

 

図 6．中国における高級ブランド 3 社のモデル投入の歴史 

出所：各社カンパニーレポート、スパークス･アジア 

 

中国での高級車ブランドの販売価格の低下により、日本車などの大衆市場向けブランドも競争力を保ち、新市場開拓のた

めに販売価格を低下させています。我々は、乗用車の販売価格の低下は構造的な傾向であり、さらに今後数年続くものと

見ています。 
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5 Series E60 / E61 F10 / F11 / F07 新世代モデル

3 Series 第5世代 第6世代

X1 中国で投入開始

2 Series 中国で投入開始

1 Series 中国で投入開始

X3 投入開始

E‐Class 中国で投入開始 第4世代 第5世代

C‐Class 中国で投入開始 新 W205

GLK 中国で投入開始 新世代　GLC

GLA 中国で投入開始

A6 新 C6 新 C7

A4 中国で投新 B7 新 B8

Q5 中国で投入開始

Q3 中国で投入開始

A3 中国で投入開始

BMW
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ベンツ
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４．市場をリードするジョイントベンチャー 

 

中国政府は中国市場参入を目指す海外自動車メーカーに厳しい規制を課しています。海外自動車メーカーは、中国現

地での製造をしようと考える場合、中国の現地企業をパートナーとして選択しなければいけません。それに加えて、海外メー

カーのジョイントベンチャーに対する持ち株比率は 50％を超えてはいけません。この政策には、中国国内の後進自動車メー

カーの保護と海外メーカーから国内現地パートナーへの技術移転を推進する目的があります。図 7 は主要な中国 OEM メー

カーとジョイントベンチャーを表記しています。 

 

図 7．主要ジョイントベンチャーと協業海外自動車ブランド 

出所：China Auto Markets（CAM）、スパークス･アジア 

 

政府の国内ブランド構築と技術発展の期待にも関わらず、中国の国内ブランドメーカーは海外競争相手に比べて、期待さ

れている点から見て遠く及ばない状況にあります。国内ブランドの市場シェアは 30％超程度で推移しており、過去 10 年間ほ

とんど大きな向上は見せていません。むしろ利益額のシェアにおいては、ギャップは広がりつつあります。それは、国内ブラン

ドのほとんどが不採算の低価格帯市場での販売を行っているためです。国有企業である国内 OEM メーカーの作業効率の低

さが、彼らのパートナーやジョイントベンチャーから技術を吸収できない要因ではないかとされています。 

 

図 8．中国自動車販売市場シェアのブランド国別比較 

 

出所：China Auto Markets（CAM）、スパークス･アジア 
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全てが国内 OEM メーカーにとって悪いわけではありません。ここ直近の傾向では、ジョイントベンチャーブランドが販売台数

の減少により苦しんでおり、国内 OEM メーカーが市場シェアを獲得しつつあります。中国乗用車販売全体をみてみると、

2015 年上半期は低い成長にさらされています。ジョイントベンチャーにより独占されているセダン部門販売は、年初から 5 月

までで前年比 4％の減少が見られる一方で、国内 OEM メーカーは SUV モデルの投入にとても積極的であり、彼らの販売市

場シェアの獲得に一役買っています。 

 

図 9．ブランド別月間乗用車販売台数成長率 

 

出所：China Auto Markets（CAM）、スパークス･アジア 
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５．新常態：損なわれていない長期成長 

 

中国における他の成長産業と同様に、中国の自動車市場は国の継続的な経済成長、家計所得の向上、そして道路、高

速道路といったインフラの改善に牽引されています。中国経済の“新常態”への移行は、実際上はこれまでよりも低い成長を

意味し、自動車販売の成長もまた、過去の高成長に比べれば、減速が見込まれています。 

 

しかしながら、中国は世界最大の自動車販売市場であるにも関わらず、自動車所有率はいまだ低い状態です。図 10、11

に示しました通り、2013 年の中国の乗用車保有台数は世界でも 2 番目に大きい 10,100 万台です（米国が世界一で

12,000 万台）。しかし、中国の 1,000 人当り所有台数は 74.7 台に留まっており、先進国に大きく遅れをとっているだけでは

なく、ブラジルやロシアといった新興国よりも低い状態です。 

 

この所有率、自動車保有の浸透率の低さと家計所得の成長を鑑みますと、中国の自動車市場は以前よりも遅いペース

ではありますが、いまだ成長産業であると言えそうです。それ故にいまだに中国はグローバルな OEM メーカーにとって、最も

重要な市場であると見なされています。 

 

図 10．乗用車保有台数上位 10 カ国  図 11．1,000 人当り乗用車保有台数（2013 年） 

  

出所：国際自動車工業連合会、スパークス･アジア 出所：国際自動車工業連合会、世銀、スパークス･アジア 

 

※ 次回の発行は 2015 年 10 月を予定しています。 

※ 当資料に掲載された企業は、あくまでも当資料の内容の理解を深めて頂くためのご参考として掲載したものであり、個別

企業を推奨しているものではありません。 
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